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対策１

災害を考えよう

対策２

災害に備えよう

いざ！というときに備えて
◎問い合わせ　防災危機管理課　防災係　☎37-0104

　今年も大雨のシーズンがやってきました。昨年は、西日本を中心と
した、全国的に広い範囲で記録的な大雨となりました。この大雨は「平
成30年７月豪雨」と気象庁により命名され、６月28日から７月８日
までの総降水量が、７月の月降水量平年値の２倍から４倍となる大雨
となったところもあります。この豪雨で気象庁は、数十年に一度の重
大な災害が予想される場合に出す「大雨特別警報」を６日から８日に
かけて、佐賀県を含む11府県で発表しました。
　近年、大雨による災害だけでなく、毎年各地で災害が多発していま
す。災害を他人事と思わず、普段から万が一の災害に備えた対策を行
いましょう。

ハザードマップを確認しましょう！
◆洪水による浸水区域、土砂災害警戒区域をチェック！
　「神埼市ハザードマップ」には、水害や土砂災害に注意するべき
箇所や避難所などをまとめています。
　ハザードマップは、神埼市公式ホームページで確認できます。右
のＱＲコードからも確認できます。
https://www.city.kanzaki.saga.jp/main/7653.html

◆非常時持ち出し品・備蓄品を備えよう
　災害が発生すると、水道や電気・ガス
などのライフラインが使用できなくなる
ことがあります。また、食料や薬などが
簡単に手に入らなくなることもあります。
　被災したら何が必要か、乳幼児、妊婦、
高齢者、ペットなど家族構成によって備
える物はさまざまです。想像して優先順
位をつけて準備しましょう。

　佐賀地方気象台のホームページでは、次の情報が確認できます。
パソコンからも利用可能です。
・レーダー画像や解析雨量、アメダスでの観測データ
・天気や気温の予想
・注意報・警報の発表関係
・危険度判定メッシュ情報　など
　気象状況の把握に有用な各種コンテンツが掲載されていますので、ぜひ、ご活用ください。
　気象台のホームページは、右のＱＲコードをご利用になるか、「佐賀地方気象台」と検索してご利用ください。

洪水 土砂災害 台風 地震

▲平成30年７月豪雨の状況

佐賀地方気象台　スマートフォン向けホームページのご案内
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命を守る行動をとろう

情報を収集しよう

警戒レベルを用いた防災情報の発信
　気象情報や避難情報などの防災情報を５段階の警戒レベルにより提供
することとなりました。気象庁等から提供される防災気象情報や市から
発令する避難情報などは次のとおりです。
　警戒レベルに応じて適切な避難行動をとってください。

　命を守るためには、正しい情報の入手と早めの避難が必要で
す。情報を収集する手段としてテレビ・ラジオはもとより、防
災メールなどの情報活用をお願いします。

警戒レベル とるべき行動 市からの避難情報など 気象情報
警戒レベル

５
既に災害が発生している状況であり、命
を守るための最善の行動をとる 災害発生情報

特別警報、土
砂災害警戒情
報、警報など

警戒レベル
４

・速やかに避難
・命を守る避難行動をとる

・避難勧告
・避難指示（緊急)

警戒レベル
３

・高齢者等（避難行動に時間を要する方）
は避難行動をとる

・その他の者は避難行動の準備をする

避難準備・高齢者
等避難開始

警戒レベル
２

避難に備え自らの避難行動を確認する
・ハザードマップ等により災害リスク、

避難場所や避難経路、避難のタイミン
グなどを再確認

・避難情報の把握手段の確認、注意など

注意報

警戒レベル
１

災害への心構えを高める
・防災気象情報等の最新情報に注意

※命を守る行動とは
　避難所への避難がかえって命に危険を及ぼしかねないと自ら判断する場合には、

「近隣の安全な場所」への避難や、少しでも命が助かる可能性の高い避難行動として、
「屋内安全確保（建物のより安全な部屋等への移動）」を行う。

〈神埼市の早期避難所〉

　避難所の開設は、防災行政無線
や防災ＷＥＢ、ホームページでお
知らせします。

神埼町 神埼市中央公民館

千代田町 千代田町保健センター

脊振町 神埼市脊振公民館

※市の指定避難場所に自主避難さ
れる際は、開設されているか確
認してから避難してください。

※その他の市の指定避難所は、神
埼市ハザードマップなどでご確
認ください。

※早期避難所へ自主避難する際の
食料や毛布などの必需品は、各
自でご用意ください。

神埼市防災メール
～防災情報をあなたの

携帯電話やパソコンへ～
　防災に関する情報を携帯電話やパソコン
へメールで提供する「神埼市防災メール」
を配信しています。災害に対する日頃から
の備えとして是非お役立てください。みな
さまのご登録よろしくお願いします。
※登録希望者が神埼市外の方でも登録可能

ですので、親戚や知人の方にもお知らせ
ください。

【登録方法１】
　右側の「ＱＲコード」から
アクセスし、案内に従い登録
してください。

【登録方法２】
　下記へアクセスし、登録してください。
http://www.bousai.city.kanzaki.saga.jp/
mail/pub/

スマホ版 川の防災情報 神埼市防災講演会を開催
　国が管理する筑後川で、氾濫の危険が高まったと
き、緊急速報メールが自動で発信されます。メール
を着信したら、雨の降り方や筑後川の水位を「川の
防災情報」で確認しましょう。
https://www.river.go.jp/

　災害に強いまちづくりを目指し、自分の身は自
分で守る「自助」、地域コミュニティによる「共助」
の重要性を学び、地域防災力の向上を目的とした講
演会を開催します。
○日時　６月30日（日）14時～ 16時
○場所　神埼市中央公民館
○参加費　無料（申込不要）

市の防災情報

電話

ぶんぶんテレビ

メール

ホームページ

　防災行政無線の放送内容
を確認できます。
☎0952－51-1260
※通話料がかかります。

　火災や避難勧告などの緊
急情報は、テロップを表示
します。また、文字（データ）
情報で最新の情報を確認す
ることができます。
※ぶんぶんテレビに加入す
　る必要があります。

　「神埼市防災メール」に登録
してください！市からの情
報をメールで確認できます。
※登録方法は右記参照

　神埼市防災ＷＥＢで、防
災情報等をいつでも確認す
ることができます。インター
ネットで「神埼市防災ＷＥ
Ｂ」と検索してください。
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市長の部屋

第
２
次
神
埼
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り（
教
育
委
員
会
）

　

今
回
は
教
育
委
員
会
に
か
か

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

第
２
次
神
埼
市
総
合
計
画
“
幸

せ
つ
な
ご
う 

か
ん
ざ
き
～
み
ん

な
で
支
え
合
い
、
誇
り
と
笑
顔
あ

ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
～
”
の

実
現
に
向
け
て
、
教
育
委
員
会
が

取
り
組
む
事
業
の
中
で
、
新
規
と

な
る
も
の
と
し
て
二
つ
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

・
運
動
部
活
動
外
部
指
導
者
派

遣
事
業

・
学
校
給
食
材
料
費
免
除
（
助
成
）

事
業

　

初
め
に
、
運
動
部
活
動
外
部
指

導
者
派
遣
事
業
で
す
が
、
近
年
、

全
国
的
に
部
活
動
が
盛
ん
に
な

り
、
そ
の
加
熱
ぶ
り
か
ら
し
て
、

様
々
な
社
会
的
課
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
生
徒
が
部
活
の
た
め

に
時
間
的
制
約
を
受
け
、
学
業
の

成
績
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
な
ど

の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
部
活
動
の
練
習
時

間
の
長
時
間
化
と
練
習
内
容
の

専
門
的
高
度
な
技
術
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
た
め
だ
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
・
県
で
は
、

部
活
動
に
お
け
る
適
切
な
練
習
時
間

や
休
養
日
の
設
定
な
ど
、
部
活
動
の

適
正
化
を
進
め
て
い
る
市
町
村
教
育

委
員
会
を
対
象
に
、
部
活
動
指
導
員

の
配
置
を
支
援
す
る
「
補
習
等
の
た

め
の
指
導
員
等
派
遣
事
業
」
が
昨
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
早
速
、
本
市
は
こ
の
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
、
部
活
を
担
当

す
る
教
職
員
に
代
わ
っ
て
部
外
の
指

導
員
に
よ
る
部
活
動
指
導
を
行
い
ま

し
た
。
現
在
、
神
埼
中
学
校
の
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
に
配
置
し
て
お
り
、
新

た
に
一
人
追
加
申
請
し
て
い
ま
す
。

既
に
、
部
外
の
指
導
者
に
よ
る
指
導

は
実
施
し
て
き
て
お
り
、
新
た
に
経

費
の
財
源
を
国
・
県
に
求
め
る
も
の

で
す
。�

【
約
81
万
円
】

　

次
に
、学
校
給
食
材
料
費
免
除（
助

成
）
事
業
で
す
が
、
そ
も
そ
も
学
校

給
食
に
か
か
る
施
設
設
置
費
な
ど

は
市
が
負
担
し
、
給
食
費
は
保
護
者

が
負
担
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
学
校
給
食
に
か
か
る
経
費
の
内

訳
は
、
調
理
に
必
要
な
食
材
費
、
光

熱
水
費
、
人
件
費
、
そ
の
他
経
費
が

就
任
以
来
「
ま
ち
づ
く
り
は
、
人
づ

く
り
」
と
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
教
育
関
連
の
ハ
ー
ド
お

よ
び
ソ
フ
ト
に
か
か
わ
ら
ず
施
設
の

安
全
性
と
学
力
向
上
に
繋
が
る
施
設

の
整
備
と
充
実
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
他
市
町
に
見
劣

り
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
無
い
と
自
負
し

て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
以
降
に
取

り
組
ん
で
き
た
も
の
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

　

第
一
は
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
学

べ
る
環
境
の
場
（
ハ
ー
ド
）
の
確
保

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

①
危
険
校
舎
の
改
修
工
事

②
危
険
体
育
館
の
改
修
工
事

③
便
所
の
改
善
（
一
部
洋
式
ト
イ
レ

へ
の
改
修
）
工
事

④
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

⑤
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事

⑥
武
道
館
建
設
工
事

⑦
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事

⑧
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
実
施
の
た
め
の
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
接
続
工
事
お
よ
び
Ｐ
Ｃ
教
室

設
備
工
事

⑨
学
童
保
育
実
施
教
室
建
設
工
事

⑩
全
校
各
教
室
（
普
通
教
室
お
よ
び

特
別
教
室
の
全
て
）
の
完
全
空
調

設
備
工
事
等

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。た
だ
し
、

後
に
発
見
さ
れ
た
天
井
に
課
題
が
あ

あ
り
ま
す
が
、
本
市
で
は
こ
れ
ま
で

食
材
費
の
み
が
給
食
費
と
し
て
保
護

者
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
、
次
年
度
に
進
学
を
控
え

た
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
家
庭
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
し
て
、
進
学
へ

の
準
備
経
費
に
備
え
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
小
学
６
年
生
お
よ
び
中
学
３

年
生
に
か
か
る
食
材
費
の
免
除
（
助

成
）事
業
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
一
般
的
に
学
校
給
食
費
補

助
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。

�

【
約
３
，０
８
８
万
円
】

　

ま
た
、
第
２
次
神
埼
市
総
合
計
画

と
は
、異
な
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

令
和
５
年
度
に
は
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
佐
賀
大
会
（
国
体
）
が
開
催
さ
れ
、

神
埼
市
で
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
と
剣
道

の
運
営
と
会
場
を
受
け
持
つ
こ
と
と

な
り
ま
し
た
（
内
定
）。
つ
き
ま
し

て
は
、
そ
の
開
催
準
備
と
し
て
の
先

進
地
、
開
催
地
の
視
察
等
の
予
算
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
従
来

の
社
会
教
育
課
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
部
門

を
分
離
独
立
さ
せ
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
を
新
し
く
組
織
設
置
い
た
し
ま
し

た
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
は
市
長

る
小
学
校
体
育
館
の
改
修
は
今

年
度
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
学
力
向
上
の

面
（
ソ
フ
ト
）
か
ら

①
先
生
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
の
神
埼
市
「
教
師
塾
」
を
毎

年
10
回
開
催

②
小
学
１
年
生
か
ら
英
語
教
育

の
実
施
、
小
学
５
年
生
に
オ
ン

ラ
イ
ン
英
語
を
実
施

③
国
際
交
流
事
業
（
脊
振
中
学

校
は
中
国
山さ
ん

西せ
い

大
学
附
属
中

学
校
、
神
埼
中
学
校
は
韓
国
朗な
ん

州じ
ゅ

中
学
校
、
千
代
田
中
学
校
は

韓
国
三さ
む

湖ほ

西そ

中
学
校
）

④
中
学
３
年
生
全
員
へ
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
配
備
事
業

⑤
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事

業
（
ド
リ
ー
ム
パ
ー
ク
事
業
）

⑥
生
徒
の
様
々
な
悩
み
や
問

題
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
ス

タ
ッ
フ
の
配
置
（
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
悩
み

相
談
員
）

な
ど
多
く
の
事
業
に
既
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
業
に
先
進

的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
佐
賀
県
平
均
よ
り
高
い
成
績

で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い

ま
し
た
の
で
成
績
も
向
上
し
て



7 市報かんざき 2019. ６月号

市長の部屋・各課からのお知らせ

い
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
し

た
。し
か
し
、昨
年
の
全
国
の
成
績

が
発
表
さ
れ
、
佐
賀
県
の
成
績
は

全
国
平
均
に
及
ん
で
い
な
い
こ

と
を
知
り
、
も
っ
と
も
っ
と
学
力

向
上
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
、

考
え
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
（
中
高

生
世
代
）
の
知
識
力
、
学
力
を
比

較
し
た
報
道
を
見
て
も
、
日
本

は
低
下
し
て
い
ま
す
。
道
徳
心
も

先
進
国
内
で
低
い
位
置
づ
け
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

神
埼
市
は
、
６
年
前
の
平
成
25

年
６
月
に
「
神
埼
市 

四
か
条
の

誓
い
」
を
つ
く
り
、
あ
ま
ね
く
市

民
の
協
力
と
参
加
を
求
め
、
明
る

い
地
域
社
会
を
創
造
す
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
す
。
人
生
百
年
時

代
に
向
け
た
、
将
来
を
担
っ
て
活

躍
で
き
る
人
材
の
育
成
と
自
ら

の
研
鑽
に
努
め
、
第
２
次
神
埼
市

総
合
計
画
“
幸
せ
つ
な
ご
う
神
埼

～
み
ん
な
で
支
え
合
い
、
誇
り
と

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
～
”
を
実
現
す
べ
く
、
市
長
と

し
て
自
ら
の
務
め
に
徹
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
神
埼
市
長
松
本
　
茂
幸

市長交際費の公表
（平成31年４月分）

項目 件数 支出額（円）
弔　慰 ０ 0
御　祝 14 46,000
激　励 0 0
会　費 0 0
見舞い 0 0
その他 ５ 28,300

計 19 74,300

夜の市長室 どんなことでも構いません。
　皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

６月４日（火） 千代田支所
７月２日（火） 脊振支所

18：00 ～ 20：00（１組30分程度）
当日は来庁順です。

※お住まいの地区に関係なくお
越しいただけます。

※荒天などの場合は、開催の有
無をお問い合わせください。

　５月の神埼市役所開催分には、
１組４人が来庁されました。

　
　教
育
委
員
の
紹
介

◎
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
総
務
課

教
育
総
務
係　

☎
４
４
‐
２
２
９
６

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
５
月
10

日
付
け
で
、
新
し
く
教
育
委
員

に
就
任
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

　

毎
月
開
催
さ
れ
る
定
例
教
育

委
員
会
や
学
校
行
事
へ
の
参
加

な
ど
、
神
埼
市
の
教
育
推
進
の

た
め
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

○
就
任

○
退
任

・
副
島 

英
樹

・
山
﨑 

歩

中島 謙一高尾 あい子

　
　
　子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　

４
月
１
日
か
ら
「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
と
し
て
、妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
に
関
し
、
保
健
師
等
の
専
門
職

や
子
育
て
支
援
相
談
員
に
よ
る
総

合
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

出
産
後
は
、
出
生
届
時
に
面
談

を
行
い
、
そ
の
後
、
保
健
師
等
が

家
庭
を
訪
問
し
、
産
婦
や
赤
ち
ゃ

ん
の
健
康
状
態
を
確
認
し
、
不
安

の
解
消
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
他
課
や
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
今
ま
で
以
上
に
、

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
育
児
を

“
幸
せ
”
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
努

め
ま
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
は
、

保
健
師
等
が
面
談
し
、
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
に
関
す
る
支
援
プ
ラ

ン
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

そ
の
後
も
、
希
望
者
に
は
、
電
話

や
面
接
相
談
、
訪
問
な
ど
を
継
続

し
て
行
い
ま
す
。


